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運営推進会議等開催報告書

10月　29日

事業所名 内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ

（0893）　44-5665

内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ　居室

会議方式

（利用者・家族分野）
4　人 （地域住民の代表者）

（サービスに知見を有する者分野）
（内子町役場保健福祉課職員）

社会福祉協議会事務局長 福岡哲平
山田一香
兼本早智恵

4　人 上堂瑞季

①令和6年度上半期　利用者の状況・サービス提供の状況等②サービスの評価・要望・助言③その他

全員より承諾を得る。

総合事業とはどういったものか教えてほしい。
要介護5の方が2名いるが、毎日1名の利用になっているのは何故か。
要介護5の方の状態を教えてほしい。
利用中に急変した方、入浴中に急変した方がいたら教えてほしい。
ノーリフティングケアとはどういったものか教えてほしい。
感染症対策机上訓練とはどのようなことをしたのか教えてほしい。
男性利用者が増えて困ることや大変なことはないか教えてほしい。

要望、助言、感想、質問に対する考え方

総合事業について説明する。
月曜日～木曜日利用の方が1名、金曜日利用の方が1名。11月より金曜日に2名共利用となる。
1名は胃ろう、紙おむつ対応。もう1名は食事に時間を要し、トイレ対応。共に全介助となっている。
意識消失により救急車対応あり。入浴中は無し。情報共有を図り対応していく。
介助する側される側双方に安心・安全な介護を目指したもの。福祉用具の有効活用、ポジショニング等。
実際の感染症発生事例を基に、机上で議論し対応を考える訓練。

急変し入院した方、亡くなった方、施設へ入所された方が増加。
家族による虐待で施設入所されたケースもあり。
高齢により体調を崩し利用者数減となっている。新規利用者の斡旋が課題となる。

（管理責任者）

トイレが2か所しかない為、ニアミスが起こる場合の対応に困る。

8/16、新型コロナウイルス感染症（利用者）発覚。結果、利用者5名、スタッフ1名が感染。
感染まん延防止の為、8/20、1名利用。8/21、3名利用の措置をとる。
7月～在宅で倒れ救急搬送される方が増加。スタッフが迎え時に発見したケースもあり。


